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周知のように、本学会では、理事会のもとで運営委員

会が全般的な学会運営の直接的な責任に当たっており、
事務局は、その決定を具体化する執行 機 関 の 1つ とし
て、以下の業務を主として担当するものである。れ)研究

大会の開催準備、12)機関誌の発送、〔3〕会員アンケートの

発き、14)一部委員会の設営、(5騰演会の設営、(a外務省
・文部省・日本学術会議・理想社印刷所・有斐閣および

厳南堂などの関連外部団体との事務連絡、け陰 費納入 。

住所等変更・入退会申し出の受理、各種の個fllttFF9い合

わせの処理などの窓□業務、 さらに 131特別事業 である

ISA・ BISAと の提機関係と維持会員関係業務

今期の事務局は、登記上の「主たる事務所」である一

橋大学の学会事務局lAlと 早稲田分室lBlと に分かれ、原則
として、Aは 11期に続 く公的な学会窓日として上記(7)の

他に、椰〕・ 181を 担当し、Bは、事務局の全般的な執行責

任を負う事務局長を中心 に、は〕・ 12〕・ {3)・ 14卜 同 の fL
に、学会各組織責任者、とくに理事長、企画・研究主任
および会計主任との日常的な連絡・協議を担 当 して い

る。なお、学会を代表・続轄する理事長の直属機関である

九人分室には、14)と の関連において、理事会・総会およ

び運営委員会の設営の任務を負って戴いている。また、
スタッフは、・TI務局長のILに、Aの野林健副局長と高松
佳代子、Bの志鳥学修副局長、工藤美知尋と問日敦子の

諸氏であり、この2女性は、成膜大学にある会計部事務

所 (宇野重昭主任)の滝浦幸子さんと同様に、週 1、 2

回出勤して実務を補佐する非常勤職員である。そして、

各業務の手順と連絡方法はほぼ制度化されている。
このような事務局の機能分担体制は、その機能拡大に

対応して、過去の試行錯誤と現在の人的構成などを考慮
した、いわば易状での不可避的でベターな現実的期応で

あるが、将来に及んで十分適切で確立された体制である

とは言いがたい。そこには、現在できえも、次のょうな

問題が存在するのである。

第一は、事務局の負担能力に係わる問題である。会員
約1000名の多様で積極化しつつある期待・要求の政策化
という重大な課題に応えて、理事会・ 運営委員会を中心
に着実な成果の上がりつつある現在、事務局としても、

事 務 局 体 制 の 現 状

勤 局長 大  畠  英  樹 (早稲田大学)

これらの期待・ 要求の積極的な把握と、望ましい政策の

確実な具体fヒ とに意欲を燃やしている。しかし、現体制

は、その負担能力において、すでに一定の限界に達して

いるというべきである。たとえばt研究大会の開催準llii

には、案内状の作成・発送を中心とする事務局レベJt/の

作業だけでも、最低 2カ 月半を要する。この間の事務局

を窓口とする学会の内部連絡、報告者 。当番校担当者と

の連絡・調整は、増量の一途を辿っている。日常的な窓

口業務にしても、迅速で公正な処理には、片手Fr5で はな

い、本格的な作業経験がますます必要である。こうした

状椰のなかで、元々手弁当の会員スタッフに個人的な犠

牲的奉仕が加重される場合が多くなり、補佐役の女性ヘ

の給与も高額とはいえない。しかもこのような状況は、

程度の差はあれ、事務的個有のものではなく、とくに、

事務局と日頃直結して、政策具体化の財政的側面を担当

する会計部において、事情はほぼ同一である。

第二は、その効率性の問題である。会員にとってこの

ような分担体師 、必要とお認め戴きえても、煩雑との

印象はやはり拭いえないであろう。事務 局 内部として

も、有機的な相互連絡を保って意思の疎通をはか るに

は、一定の日Hキ と作業量が必要であり、いかに努めても

その処理rL思わぬ遅滞の生ずる場合もある。

以上のような問題、ジレンマの今後の改善案として、

大幅な人員増、あるいは約 2、 3年同期の事務局移動方

式、さらには学会機能を統合した常設事務局・ 常勤職員

の確保などの将来構想が考えられるかもしれない。しか

し、現段階では、たとえば財政的理由、これだけの作業

量を 1か所の特定会員に依存することの非現妻性などの

難点が指摘されうるであろう。

結局、事務局体制確立の問題は、その機能拡大rt伴う

「集中と分散」の均衡策定のF.l題 であり、学会の発展段

階に応じての組織・運営の在り方全体に係わる問題であ

って、部分的な「事務的・ 技術的νベルのFpl題」に止ま

るものではあるまい。多数の会員の今後一層のご理解・

ご協力によって継承的rcと り組む以外にその解決方法の

ないことを、あらためて痛感する次第である。
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学会活動報告
(1981年 1月～8月 )

大  畠 英  樹 得 稲田大学)

1月 10日 全会員へのアンケートの実施

2月 14日 学会運営に限する座談会の開催.出席者 :運

営委員と会員有志の計 9名

2月 14日 第 3回海外交換論文選考の第 2段審査委員会

の開催。IS婦載論文として小倉充夫 (津田

塾大学)「開発社会学と後発発展の問題」織

関誌「国際政治J第64号、1980年 )、 BISA掲

載論文として山本吉宣 (埼玉大学)「国際体

系の数理モデノン」(「埼玉大学紀要・教養学部」

第15巻、1979年 )を決定

2月 14日  1980年度第 5回運営委員会の開催

2月 16日 維持会員を対象とする1980年度第 3回懇談会

の開催 (於 竹橋会館)。 講師 :有賀 貞(一

橋大学)、 テーマ「 ンーガン政権の発足」

3月 26日 同第 4回懇談会のBI催 (於 竹橋会館)。 講

師 :中嶋嶺雄 (東京外国語大学)、 テーマ「中

国の政治的変動と日本」

5月 22日  1981年度第 1回運営委員会の開催

5月 22日 岡第 1回理事会の開催

5月 22日～23日 同春季研究大会の開催 (於 早稲田大

学)。 大会出席者約 35∝名、懇親会出席者約

120名、新入会員28名

5月 23日  同第 1回編集委員会の開催

5月 23日 同第 1回総会の03催

5月 23日 機関誌「国際政治」第
"号

(1981年度第 1号)

「 IE互浸透ンステムと国際理論」の発行、配布

5月 24日  1981年度第 2回運営委員会の開催

5月 24日 同第 1回書評小委員会の開催

6月 20日  「昭n156年度科学研究費補助金『研究成果刊

行費』交付申請書」の提出

7月 13日 維持会員を対象とする1981年度第 1回懇議会

の開催 (於 竹橋会館)。 講師 :谷′II栄彦(九

州大学)、 テーマ「最近のィンドンナ情勢と

EI本」

7月 14口 1981年度第 3回運営委員会の開催

編集委員会便り

平 井 友 義 伏阪市立大学)

1・ 機関誌第69号「国際関係思想」(編集責任 :初瀬

龍平)は、秋の大会時に刊行の予定です。第70号「冷戦

llJア メリカ対外政策の再検討 (仮題)」 (編集責任 :有賀

貞)は、原稿締切り日が近づいております。執筆者各位

には、編集責任者へのご協力を改めてお願い致します。

2.1984年度の機関誌編集担当者として、新たに緒方

貞子 (上智大学一国際機構論担当〕、伊東孝之 (北海道

大学―社会主義圏担当)、 鴨武彦 (早稲田大学一国際政

治理論担当)の 3人0編集委員の就任が決まりました。

3. 編集委員会では、このたび、機関誌原稿の執筆要

領を作成しました。執筆者の便宜をはかるとともに、編

集作業の合理イヒをもめざしたものですので、寄稿に際し

ては、この要領の厳守をお願い致します。

日本国際政治学会機関誌

『国際政治』執筆要領(抄 )

〔一敷 筆にあたって

〔嘲熙稿は、400字詰原稿用紙で50枚 (も しくは200宇詰

原稿用紙で100枚 )以内で縦て書きに書く。

12)注は、右の制限枚数内に含める(注 も縦て書きに)。

制図表を付す場合、原則として(1}の制限枚数内に収め

る。図表のサィズに応じて、原稿枚数への換算は次の目

安による。

いl機関誌の1ペ ーンは約1400亭であり、 200字詰原

稿用紙で約 7枚分である。 .
lb}し たがって、ペーン半分を占める図表は、3.5枚

(200字)、 ペーン4分の 1では1,75枚である。

(→ しかし、スペースに応じて、縮小も可能であるか

ら、既刊の号を参考にして、読みにくくない限りでどの

程度まで縮小可能か見当をつけ、大体の換算をする。

14沐文・注を問わず、外国語を書く場合には、タィプ

ライターを使用するか、手書きの場合には、プロック体

でわかり易く書く。

(5〕注はすべて、本文未尾に一括して掲げる。本文中も

しくは各節毎に注を付すことはできない (こ れは第67号

以降に適用される。)

鮨)英文ンシュメは、タィプ用紙のサィズの紙にダブ′レ

・ スペースで 1枚見当のものとする。

171書評論文は、400字詰原稿用紙で30枚以内とする(注

を含む).執筆要領は、論文についてのそれに順ずる.

13)書評は、400字詰原Fti用紙で10～15枚で、注は付け

ないものとする。制限枚数は、スペースに応じて書評小

委員会ょり執筆者r_、 右0枠内で指示される。表紙に書

評対象書の書名、著者名、発行所名、刊年、章数、総ペ

ーン数を記し、さらに評者の名前を和英両文で示す。

〔二〕原稿提出に際して

(蠣稿は完成原稿であること。

12}内 容目次は不要である。

13)原稿完成後、制限枚数外の原稿用紙を 2枚付し、

la1 1枚を表紙とし、そこに論文題名と執筆者名を和

英両文で記す。

同 2枚 目には、

“

}住所、l・l所属、11職名を記し、さ
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らに、ltl刊行予定期日までの期間の長期不在 (1週間

以上にわたる不在)の予定の有無、日不在期間中の連

絡方法、を記すこと。

{41原稿は、必ずコピーを作成し、 1部を提出し、 1部

を保存する。

〔三〕校工について

(1)校正は、原則として 3回行う。しかし、著者校正は

実質的には初校と再校の2回であり、第 3校は、印刷所の

担当者と編集副主任が関与するだけになる場合が多い。

専F5の枝正者はいないので、著者校工に際し、万全を用

すること。

12}校正の段階 (と りわけ再校以降)での内容の大幅な

変更、行数の大幅な増減 (ペーン数の増減)を伴う変更

衝 データの追力1や、すでに組み上った部分の一部廃棄)

などは許されない。やむを得ず右のような変更li発生し

た場合には、必ず編集責任者及び編集副主任に連絡する

こと。印刷所側の担当者と直接交渉することは許されな

い.

日本国際政治学会 編集委員会

主任 平 井 友 義

◇書 評 募 集

書評小委員会では、来年度の企画の一つとして、国際

政治学のテキスト類の総括書評を考えています。過去 5

年間に刊行されたテキストの個別書評

“

00字 X10枚)と

任意の数冊を総括する書評論文e00字 X201■位)のいず

れかに2二二塾筆三量望の方は、書評小委世話人の憂!J二_
難

書評、書評論文共に、内容紹介は避けて、lli評中心に

構成してください。企画は、日本のものに重点を置いて

いますが、外国のものも受付けます。

また、執筆の余裕はないが、一言いいたいという向き

には、書評小委宛 ご意見をお寄せ下さい。小委で整理の

上、何らかの形で企画に反映させる予定 です。締 切り

は、11月 22日 です。

◇機関誌72号『国際政治史― 第二次大戦前夜』

(仮題)の原稿募集について

本号につきましては、昨年秋季大会の際のンツポンク
ムの結果を、報告を中心にとりまとめることになってお

りますので、通例のようなかたちの論文募集はいたしま
せん。ただ、1939年 9月 の第2次世界大戦勃発の1『夜の

国際政治に鯛連した研究ノートを一篤、頂けましたら幸
いです。ご投稿希望の方は1981年 12月 末日までに題日と

要旨 (300字程度)を下記あてお送り下さい。研究ノート

は4∞字30枚以内 (注をふくむ)で締切りは1982年 5月末

日です。

編集責任者  百 瀬  宏

研究分科会の近況

日本外交史分科会

大 畑 篤四郎 (早稲田大学)

日本外交史分科会では本ンター第15号に掲載した研究

活動につづき、次のような活動を行なっている。

(1981年 )

5月 23日 岩島久夫・波多野澄雄 (いずれも防衛庁防衛

研修所戦史部)「いゎゅる Magic/DOcumentsを め

ぐって」

7月 11日  井上勇一 (外務省外交史料館)「京義鉄道を

めぐる国際関係 ――日露戦争開戦原因としての鉄道問

題―一」        .
上記のうち、5月 のtII究会は本学会春季研究大会の際

に開かれた分科会研究会において行なわれた もので あ

る。この報告を基礎とし、さらに本格的にマンック文書

に取組んで大平洋戦争史の再検討をもとめるような研究

会を秋季研究大会において行ないたいと思っている。

ソ連・ 東欧分科会

西  村  文  夫 (日本国際問題研究所)

ソ連東欧分科会 (東京地区)l・I、 前回の近況報告 (19

80年 lo月 )以来、下記により計 6回の例会を開催し、活

動も定着してきた 。この間、会員、非会員の意欲的な報

告に加ぇ、参加者も若手から中堅に及び、活発な討論が

くり返された。今後とも、ますます会員諸氏の積極的な

参加が望まれる。

第 6例会 1980年 12月 6日 (土)

青木博文 (上智大・ 院生)

「 ソ連における中ソ対立の起源」

第 7回例会  1980年 12月 27日 (土)

上野俊彦 (慶応大・ 院生)

「 ロンア革命における工場委員会

運動について」

第 8回例会  1981年 1月 24日 (土 )

玉利啓介 (立正大・院生)

「 チエコの自由化 (1968年)と東 ドィツ」

第 9回例会  1981年 3月 14日 (上 )

吉川元 (一橋大・院生)
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「『党の指導的役割』概念の変遷

―一スター,ソ 死後を中心に一―」

第10回例会  1981年 4月 25日 (土 )

渡辺頼純 (上智大・院生)

「現代ハソガリーにおける新経済

政策 (1971年第 4次)の問題点J

第11回例会  1981年 7月 11日 (土)

川浦孝恵 (亜細亜大学)

「 ソ連の労働力と国防支出」

山 本   満 (法政大学)

責任者が昨年夏までの 1年間海外に出ていたために分

科会がその間体眠状態になっていたことをお詫 び しま

す。

今年にはいってつぎのとおり研究会をおこない ま し
た。

は〕報告者 草野 厚会員 (東大大学院〕

テーマ 日米農産物交渉の政治過程 (3月 27日 、内幸
町、日本記者クラプ会議室で)

1215月 23日、学会の春の研究大会のさいに報告者、テ
ーマとも上記と同じですが、上記研究会におぃて出され
た批評や意見を参考にして報告者は前回報告を大きく前
進させたものを発表されました。

参加の皆さんのご意向をうかがいながら、いずれ研究
会の定期化に進みたいと思いますのでご意見をお聞かせ

下さい。研究会の通知をご希望の会員はその旨お申越下
さい。

|)

末蒸地区天学晩通嘉再悪要

波多野 勝 優 囀 大学大学院)

催されました。報告内容は以下の通りです。
高杉忠明 (慶大大学院)

一般特恵制度の形成」

TutOr 横田洋三ICU教授

本研究会では、報告者を募集してIs‐ ります。報告等
ご希望の方は下記r_ご連絡お願いします。

私 の 講 義

山 田   浩 (広島大学)

私の勤めている総合科学部は、相当に複雑なところだ。

全学の一般教育 Cも ちろん語学その他を含む)をおこな

う責任学部でもあり、独自の学生 (定員120名 )を もつ専

F5学部でもあり、それに修士課程ながら大学院ももって

いる。したがって、それぞれに見合った多様な講義が要

請され、なかなか大変である。ここでは大学院は別とし

て、一般教育と専F暮の講義に限って、そのあらましを書

きとめることにする。

まず一般教育の政治学 (前後期合計 4単位、毎週同じ

講義を2回)の講義だが、ここ5、 6年来戦後日本の政

治にかんする内容のものをやっている。そのまえは長い

間、国家や権力、政党や圧力団体といった問題について

軍馨ご襲      薫 、71●
1

のテのものは断念した。これでよいのかと心残 りではあ

るが、やむをえないといった心境だ。教科書は山日・大

西・ JL●編「入Fl・ 現代日本の政治」 (法律文化社)で

あるが、内容的に古くなったので間もなくやめる予定。

受講学生数は昭和56年度前期で303名。

もう一つ一般教育向け講義として、これは私だけでや

っているのではなく、総合コースというかたちで多くの

方々の協力をえ、私がその実施責任者であるわけだが、

そうした講義として「戦争と平和にかんする総合的考察」

(前後期 4単位、毎週 1回)がある。総合コースとは、

ある一つのテーマについて、人文・ 社会、自然諸科学の

見地から考察し、その問題の多元的かつ総合的な把握を

めざすものである。こうしたプラフを組むについては、

あらゆる学科の備っている総合科学部は便利であり、そ

のほかにも少数ながら、法学部、理学部、文学部、広島

市内の他大学から0応級も願っている。これまで総数15

当するという形式をとってきた。その内容については、

いちいち講義題目をあげるのもわずらわしいので、全体

の歴史的および現状の分析。

倍漱 エネルギー、人口・食糧、中東問題、中国問題など、

平和の非軍事的側面の検討。

14平和教育、原水禁運動をめぐる考察、最後に平和の原

去る7月 4日早大において1981年度第 1回の研究が開  名の講師が、それぞれ 2コ マ (1コマ 1時間40分 )を担 ● |

「 人口問題における対立思潮―プヵンスト世界人口  を4つの柱に要約盤理してみた。
会議を通じて」 (1坪和の思想史系譜と平和の科学的研究の現状 と問題
権田潤 (早大大学院) 点.

「南北問題と新国際経済秩序一UNCTADにぉける  12)核軍拡競争とその対極にある軍縮の問題について、そ

波多野 勝 点としてのヒロンマの意味にかんする提言。~   1 
講師編成やテキス ト内容にかなりの変

iぶ 轟 ォ
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1981年 度秋季研究大会のお知 らせ

日時 :10月 24日 (土).25日 (日 )

会場 :関西学院大学

共通テーマ :「国際政治における社会主義国家」

開場 :受付開始 午前 9時30分

第1日 (10月 24日 )

1。 「 日本外交史一『マンック文書」による日米VE戦経

緯の再考察一」部会 (午前10時～午後 0時 300・ )

日米パーセノンョン・ ギャップについて

京都産業大学教授 須藤 真志

政策決定と情報の‐考察

防衛研修所第一戦史研究室長 岩島 久夫

ディスカソナツト 名古屋市立大学教授 義井  博

ディスカッサント

司会

拓殖大学教授 秦  郁彦

早稲田大学教授 大畑篤四郎

2.「中東」部会 (午前10時～午後 0時30分 )

ヨルダンの政治・社会・文化

一一ヨルタン大学客員研究員としての見鶴から――

朝日新聞東京本社編集翻  笹jII 正博

中東和平とキャンプ・ ディビッド方式

広島大学助教授 原  正行

司会・ ディスヵッナツト 日本大学教授 浦野 起央

3,「 自由報告」部会 (午前10時～午後 0時30分)

ソ連経済外交の内政的構造

一一コスィギンからプL/ン ネフヘーー

ー橋大学大学院博士課程 岩田 賢司

日米オンンジ交渉

――相互依存下の政策決定過程―一

東京大学大学院博士課程 草野  厚

司会  日本国際問題研究所主任研究員 西村 文夫

昼食 (午後 0時 30分～ 2時 15分 )

研究分科会

総会 (午後 2時 159・～ 3時 )

4.「国際経済摩擦の歴史J部会(午後 3時～ 5時30分 )

日米経済摩擦の原型  広島大学助教授 石井  修

1920年代ィンドジナをめぐる日仏経済摩擦

外交史料館編纂員 海野 芳郎

日・印 (‐英)iTL商紛争一-1938,4年

法政大学教授 山本  満

東京大学教授 渡辺 昭夫

5.「中級国家」|部会 (午後 3時～ 5時 30分 )

メキソコの外交

―一対外政策と社会構造・体制―

神戸学院大学教授 蔵重  毅

中級国家としてのアp1/ゼ ンチンにみる自立性と従属性

南山大学助教授 松下  洋

小国論の歴史的文lFtか ら見た中級国家

津田塾大学教授 百瀬  宏

司会 名古屋大学教授 福田 茂夫

襲親会 (午後 6時30分N8時 )

第2日 (10月 25日 )

共通テーマ「国際政治における社会主義国家」I

(午前10時～午後 0時30分 )

リビアーー「グリーン・ ソンアリズム」の一様相

早稲田大学大学院博士課程 権田  潤

インドンナ半島における国民国家の形成とベトナム・

カンポジア紛争 東京大学助手 古田 元夫

ディスカッサント  慶應義塾大学教授 小日 英郎

司会 神戸大学教授 木戸  金

昼食 (午後 OH寺 30分～ 2時 15分 )

研究分科会

共通テーマ「国際政治にぉける社会主義国家」Ⅱ

(午後 2時 15分～ 5時 15分 )

国際社会主義運動の現代的課題

東京大学教授 菊地 昌典

中国におけるコミンテノンン研究の現状

中華人民共和国中央編訳局図書餌:館長 楊  威理

「アフリカ社会主義」とは何だったのか

竜谷大学教授 川端 正久

ディスカッサント

ー橋大学大学院博士課程 内田 知行

ディスカッサント   Jヒ海道大学教授 伊束 孝之

合同司会        成曖大学教授 宇野 重昭

大阪市立大学教授 平井 友義

司会
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(4頁から続 く)

が、この総合コースの講義は1977年度からはじまり、今

年で 5年目になる。これが構想された背後の事情として

は、つぎの2点があげられる。まず第 1は、広島大学は

世界最初の被爆地ヒロンマの大学であり、それを反映し

た特徴のある講義が望まれたこと。ついで第 2に、今後

平和教育は小・ 中・高校にとどまらず、大学にも拡大さ

るべきで、大学の教養課程はそのもっともふさわしい場

であること.教科書は森 3山田編「平和学講義J(勁草

書房)で、受講学生数は昭和56年度前期26名である。

平和教育と平和研究について、総合科学部ではこのほ

かにもかなりの関心が払われてきている。私の属する社

会文化コースには、専門科目として平和学 I、 Ⅱ (何れ

も2単位)がおかれ、 Iは東大東文研の関寛治教授が集

中講義で、 Iは広大平和科学研究セツターの栗野鳳教授

と森祐二助教授が分担 して担当している。このほか、私

が専門講義で現代国際政治論Ir(2単位、週 1回)をや

っており、内容的には山田『核抑止戦略の歴史と理論』

(法律文化社)の要約なので、 これまた広い意味での平

和研究に該当するといってょいだろう。受講生数は、昭

和55年度後期43名であった。

さらに私の担当する専門科目としては、国際関係論演

習と外書講読がある。演習では、戦後の核戦略に関連す

る代表的な資料の検討をおこない、後者では今年は W.
Watts,GR,Pachrd,R.N.Clough&R.B,Oxnalln,

JapanI ICOrea and Chna: American Percep」 ons

and P。licies,1979,LexingtOn BooLを 学生と一緒に

読んでいる。

会員による新著

(1981年 3月 まで、未完)

浦野起央・ 西修編著『資料体系アジア・ アフリカ国際関

係政治社会史・第 6巻 (第 1分冊)一一憲政資料アン

ア(1ロ パビJt/ス 出版、1980年10月

大平善梧・皆lil洸編著『国際法講義J北樹出版、1980年

10月

岡部達味『中国は近代化できるか――社会主義的発展途

上国の苦悩』日本経済新聞社、1981年 2月

奥原敏雄ほか『海洋汚染防止法制の比較研究』日本海洋

協会、1981年 3月

日中俊郎『インドネンア民族運動小史』風媒社、1980年

6月

スコツト・ C・ フラナガン、プラッドリー・ M・ リチャ

ードノン (中川融 監訳)『現代日本の政治』敬文堂、

1980年 5月

中嶋嶺雄『新冷戦のIll代』TESプ リタニカ、1980年 11月

服部実『防衛学慨論』原書房、1980年 12月

馬場伸也『アィデンティティの国際政治学J東京大学出

版会、1980年12月

藤口久―「国際入道法』世界思想社 1980年 12月

堀江湛 。池井優編著『 日本の政党と外交政策一一国際的

現実との落差』慶応通信、1980年 11月

藪野結二『現代政治学の位相――行動論以後と政治社会

学J九州大学出版会、1981年 2月

黒 彦口 米 司 (日 本国際問題研究所)

機関誌のパック・ナンバー (詳細はニューメンタ

ー前号参照)は下記のいずれかの事務局・分室にお

申し込みになれば、おり返し在庫分をお送りいたし

ます。

〒186 東京都国立市中2-1 -橋 大学磯野研究

埋葬

細谷研究室 日本

「

際政治学会事務局

 |
〒160 東京都新宿区西早稲田1-6-コ 早稲田大

学社会科学部大畠研究室 早稲田分室

酪    ____、 」
〒180 東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1
成曖大学法学部宇野研究室 会計部事務所

受〒   __`__J
編 集 後 記

池井優前編集主任の海外留学に伴い、任期の残りの期

間、編集の仕事をお引受けいたしました。会員相互の情

報や意見の交換の場として、ニューズンターをいよいよ

発展させていく―助となりたく存じておりますが、皆様

からは、どうぞ忌憚のない御助言、御批判を頂きたくょ

ろしくお願いいたします。お引受けしましたのが暑中休

暇の季節であったこともありまして、とりあえず下記の

3名で当面の編集事務を行なうことになりました。

編 集 委 員 会

百 瀬   宏

植 田 隆 子

宮 前 志 保

(文責 百瀬)

昭和56年 10月 1日 発行

日本国際政治学会

ニューズンター委員会

〒187東京都小平市津田町 2-1-1
津田塾大学学芸学部国際関係学科

百瀬宏研究室内

発行人 谷 ∫‖栄 彦

編集人 百 瀬  宏

印椰1所 憾共同印刷所

●

-6-


